
 
第８号 

 
令和３年 11 月  

 

山形県教育庁  

 

 For everyone’s Smile 

 

～現在 R３年度の取組事例募集中です。～いち早く 11 月 16 日に応募いただきました。

ありがとうございました。今回の募集は 12 月 15 日まで受け付けています。  

 

〇オンライン事例報告より   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

裏面に続きます。 

《寒河江市立寒河江小学校》  

・校務支援システムの活用により、児童の学びの記録を一括管理できるようになり、 

校内・学年内における児童理解が深まり、適切な指導に結び付いている。また、諸帳 

簿・諸統計と連携していることから、学期末・年度末の処理作業の効率化が図られた。 

《鶴岡市立朝暘第五小学校》  

・夏季休業中のプール開放を取りやめる。 

・週３回は５時限にし、放課後にゆとりを持たせ教材研究等にあてる。 

・全員参加と一部参加の会議を区別して運営。例として、いじめ防止会議・個別支援会

議等は、該当学年ごとに入れ替えをして実施。 

 

 《米沢市立塩井小学校》  

・時程・週日課の見直し。今年度、清掃の回数を減らすことにより、昼休みが長くな

り、教師が子どもとふれあったり、ノートや課題点検をしたりする時間が増えた。 

働き方改革 通信 

《鶴岡市立湯野浜小学校》  

・年に一度、自分自身の働き方改革の目標を書いてもらい、それを短冊にしてラミネー  

ト加工したものを机の見えるところに掲示している。「週２日は〇時までに帰宅する。」  

などあまり欲張らず少し努力すればできそうなことにしている。自分で決めたことなの  

で、意識して取り組むことができる良さがある。  

《天童市立天童北部小学校》  

・学校文集をなくし、教育課程にあわせた「書く」指導と文章表現による作品の蓄積

を行っている。それによって、担任が児童の文章をデータ化する作業が削減され、働

き方改革につながっている。 

・授業参観とその後の引き渡し訓練を土曜日に行っていたが、金曜日の午後に計画し

た。今年度（令和２年度）はコロナの影響で授業参観はできなかったが、引き渡し訓

練のみ行った。教職員の土曜日勤務をなくすことができた。 

複数月平均 80 時

間を超える教職員 

0 人を目指して 

《戸沢村立戸沢学園》  

・簡単な事務連絡や調整は、グループウェアで行うことによって、児童生徒と向き合

う時間や、授業準備・校務分掌の業務をする時間が増えた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省ＨＰからの紹介 

学校における働き方改革～事例集～ 

 

地域の資源を存

分に活用した地

域移行を進めた

ことで、勤務時

間の縮減が推進

されました。 

 

複数顧問制のあり方を

さらに工夫・改善する

ことで、教職員間の連

携が深まり、放課後の

時間が確保されるよう

になりました。 


